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要　旨
本報告は、本学教職員を対象に実施した調査の報告である。本調査の結果、教職員らが学生の身体体調面や授
業態度など多様な観点から学生の不調の気づきに至っていることが明らかになった。対応については、学生の心
理状況に配慮しつつ、個々のもつ教育技術を駆使して対応していることが分かった。対応に当たっては、学科や
部署内で情報共有された上で統一方針でもって対応される場合、個人的に相談しながら対応される場合、個人の
範囲で対応される場合などがあった。対応後の振り返りとしては、個々の教職員の中には心残り感があることが
示された。これらの結果から、筆者ら保健室・学生相談室としては、教職員らの学生の変調についての気づきを
拾い上げる努力の必要が、また大学全体としては、個々の教職員が負担を抱え込むことなく支え合い、全教職員
一丸となって学生の成長を支援する支援ネットワークの構築が課題とされた。
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Ⅰ．はじめに
筆者らは、保健室及び学生相談室にて健康面また
は精神面で不調や不安を抱え来室する学生らの対応
を日常の業務としている。一般に広く知られるよう
に、身体健康と精神健康とは切り離すことはでき
ず、身体面で頭痛や倦怠感を訴えて休養に来室した
学生に、よくよく話を聞くと友人関係のトラブルや
親への葛藤、将来への迷いが背景にあることは保健
室でも多くみられる。しかし、このように来室し悩
みを語ることができる学生の場合、語ることによっ
て少しずつ悩みが昇華されたり、サポートによる安
心感を得ることで前進できる例が少なくない。一方
で誰かに打ち明けることもないまま不眠や学業不
振、さらには現実問題として授業に出られず単位を
落とす、自室から出られない、などに陥り、場合に
よっては退学に至る事例もあることを見逃すことは
できない。特に近年は、自身の精神状況を言葉にす
ることを苦手とし、悩みとして自覚する前に体調や
行動に変調をきたして学業や対人関係に支障が生じ
たり、周囲の学生から逸脱すること（「ぼっち」と
見なされること）を極度に恐れ、友人関係で過剰適
応状態となって疲弊したり、結局ははじき出される
ように孤独に陥ることで、学校に来ること自体が大
きなストレスとなり、誰にも相談しないまま授業に
出られなくなる事例などは後を絶たない。多くの場
合最終学歴に当たる大学で、とりわけ本学における
幼児教育課程のように特定の職業のための専門教育
課程を学ぶ学部で、こうした形で学業生活に挫折し
た学生は、入学時に抱いていた職業人生への希望を
も挫折せざるを得ないという厳しい現実に直面する
ことになり兼ねない。
また平成 28 年 4 月よりいわゆる「障害者差別解
消法」が施行された。この中で各大学についても障
がいを伴う学生に対する「合理的配慮」が国公立大
学には義務付けられ、私立大学にも努力義務が課さ
れている。「合理的配慮」とは、「障害者が他の者と
平等にすべての人権及び基本的自由を享有し、又は
行使することを確保するための必要かつ適当な変更
及び調整であって、特定の場合において必要とされ
るものであり、かつ、均衡を失した又は過度の負担
を課さないもの」（2006 国連総会「障害者の権利に
関する条約」第二条の仮約文より）とされる。例え
ば聴覚障がいを持つ学生に対し、講義内の口頭説明
部分について書面で渡すという様な、障がいにより
生じるハンディキャップをできる範囲で退け、他学
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生と平等に教育を受けるための配慮である。しかし
障がいのうち発達障がいは、外見で分かるものでは
なく対人行動や学業面での困難として現れるため、
教育者・支援者が障がいの特性をよく知った上で気
づき、各々に適した配慮をすることが必要とされ
る。しかしながら個人差が大きく、また本人が無自
覚なまま、頑張っているのにうまくできないという
困難感を感じていたり、本人自身は当たり前の行動
と思っているが周囲が困惑するなどの事例も多い。
一方で、今日の学生は発達障がいの早期発見早期支
援が唱えられる中で幼少期から学童期を育ってきた
世代であり、既に適切な配慮を受けることで安定し
た学業生活を送ってきた学生も見られるようになっ
た。そうした学生にとっては障がいそのものよりも、
むしろ無理解無配慮な環境がハンディキャップとな
り、今後の人生への大きな挫折体験になってしまう
危険を孕んでいる。このような学生に対して、大学
は障がい特性への理解と同時に学生個人の特性の理
解と、学生の能力と学業意欲を発揮しうる環境を提
供し、さらには卒業後、社会へ出て人生を歩んでい
くために、学生自身が自分の特性を理解し、自身で
できる工夫や必要な支援を得るための道筋をみつけ
るなどの生きる力を準備するための支援という視点
が必要となる。
こうした学生たちへの学生生活さらには人生の支
援を考えたとき、非常に重要となるのが支援の入り
口、つまり「支援の必要な学生に気づくこと」であ
る。保健室や学生相談室は、その性質上、学生自身
が不調や困難を自覚した上で来室することで支援す
ることが可能となるが、無自覚であったり、悩みを
訴えることができないでいる学生を発見するという
ことは難しい。やはり、学生の「何か困っていそう」
「最近の様子は何か違う」「最近休みがちだ」などと
いう変調に気づくのは、平常時から学生と接する教
員や窓口職員にこそできることであろう。さらには、
保健室・学生相談室で健康面精神面を支援する学生
であっても、現実の学業生活においては学科担任を
はじめ教科教員や実習担当教員や窓口職員の支えが
必要不可欠である。だからこそ、教員職員らと保健
室・学生相談室の連携、さらには大学教職員全体の
連携は、学生の大学生活を支え、人生を生きる力を
備えるにあたって非常に重要となる。
こうした視点に基づき、まずは保健室・学生相談
室が不得手とする部分、すなわち学生の変調への気
づきという面について、学生らと日常的に接する教
職員らがどのような点から学生の変調に気づくのか
という現状、そうした気づきがどのように支援につ
ながるのかという現状を把握したい。そして、この
現状を踏まえた上で、これからの本学の学生支援の
形について、連携をキーワードにした可能性を探っ
てみたい。
Ⅱ．調査の目的
本調査の目的は、第一に、保健管理センター主催
による教職員研修会（題「大学生のこころの悩みを
成長につなげるために～大学がすること、できるこ
と」；平成 28 年 1 月 13 日実施）の事前調査として
実施した。学生相談室を利用する学生は、全学生中
の僅かな人数であり、その他多くの学生と接する教
職員にたずねることで、本学学生の現状、主に支援
の必要がありながら保健室や学生相談室の支援を受
けるに至っていない学生の様相を把握することを目
的とした。
第二に、実際に学生たちと接し教育支援する教職
員が前述のような支援が必要と思われる学生の様相
をどのように気づき、支援に努めているのか、その
現状を把握することを目的とした。
第三に、教職員の支援の在り方について、教職員
間または部署間の連携の現状を把握することを目的
とした。
Ⅲ．調査の概要
1．調査の名称
「学生の実情とその対応についてのアンケート」
2 ．調査対象
本学教員および職員（平成 27 年度時点）
3 ．調査方法と期間
無記名自記式質問紙を用いた。保健管理センター
より直接配布、もしくはレターボックスを介して配
布。平成 27 年 6 月初旬より順次配布を行い、6 月
末日までが回収期限とされた。
4 ．回収率
13.3%（凡そ 60 部配布、集計可能回収分 8 部）
Ⅳ．調査結果と考察
1．気になる学生について
質問項目「『様子が心配になった』または『対応
に困った』など“気になる学生”として思い浮かぶ
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特定の学生はありますか？」については「ある」が
87.5% であった。この点は、思い浮かぶ学生がある
からこそ任意の調査に回答くださった点から妥当と
思われた。
2 ．学生の気になった点について
質問項目「その学生の、どのような面が気になり
ましたか？」については、前項目で「ある」と回答
した回答者にのみ記入してもらった（以下（）まで
同）。
回答内容を、その特徴や行動毎に分け（例：「表
情が暗く、いつも一人で行動している」は「表情が
暗い」「いつも一人で行動している」と区分）、それ
ぞれの特徴・行動をＫＪ法にて分類した（表 1）。
その結果、教職員が特定の学生について「気にな
る」点は、大きく 5 つのカテゴリに分類された。
それぞれのカテゴリについては、以下のように考
えられる。
「ａ．体調、身体面」は、「体調が悪い」「表情が
暗い」など目に見える学生の様相であり、一時的ま
たは慢性的な身体不良あるいは精神的不調のサイン
に教職員が気づいたのだと考えられる。「清潔感に
欠け、においが強い」は、身体疾患あるいは統合失
調症やうつ病といった精神疾患、または自身の関心
領域外への関心が薄くなりがちな発達障がい等の可
能性も考えられ、教職員がそのサインに気づくこと
が早期支援の契機となりうる点で非常に重要な気づ
きと思われた。
「ｂ．授業態度」は、「授業を連続して休む」や授
業中の態度等につながるカテゴリである。「ａ．」カ
テゴリ同様、身体的または精神的不調のサインと考
えられた。また、例えば新入生の場合、不本意での
入学で授業に意欲を持てないなど心理的状況がこの
ような兆候につながることも多く、早期の気づきと
支援で気持ちを切り替え適応できることも多い。そ
の意味でやはり、まず教職員が気づくことが重要と
なるカテゴリと思われる。この「ｂ．」と次の「ｃ．」
の両カテゴリについては、「怠け」と誤解され叱責
につながりかねない内容かと思われるが、ここでは
「心配」、支援の対象として回答に挙げられた点に、
回答者の“学生を育てる”という視点が窺われた。
「ｃ．学習能力的課題」は、本調査では「指導し
ても伝わらなかった（同回答 2）」が分類された。
ここには「ｂ．」のような態度面でなく、指導内容
が学生に受け入れられない、その素地となる学習能
力に由来すると思われた。身体的精神的不調などで
なく、そもそも学力的に指導内容が理解できない、
またはコミュニケーションの困難として発達障がい
などが考えられ、その場合、後述の障がい学生の合
理的配慮の対象としてきめ細かな支援を検討する必
要が窺われる。
「ｄ．友人関係面」は、ここでは「友人とうまくいっ
ていない様子」という一時的と思われる友人関係の
こじれの面と、「いつも一人で行動している」とい
う友人関係のこじれの慢性化あるいは本人の対人関
係の拙さか判別困難な兆候とが合わせて分類され
た。「友人とトラブル」も、一時的あるいは特定の
相手との限定的なトラブルか、あるいは、いつでも、
だれが相手でもトラブルになりやすいといった本人
の特性に由来するトラブルなのかで、支援の在り方
も異なる。とはいえ、青年期、特に女子学生にとっ
て、そしてグループ課題やクラス単位の演習科目の
多い本学学生において、友人関係のうまくいかなさ
はそのまま「ｂ．授業態度」や「ａ．体調、身体面」
に影響を及ぼす危険性が十分に考えられる。我々教
職員が考える以上に、青年期女子にとっての友人関
係は重大かつ繊細なテーマであり、時に支援が必要
とされることを忘れてはならない。
「ｅ．社会性能力の課題」は、「周りの学生が話す
ことと明らかに違うことを言う」「話す時に目を合
わさない」といった、一時的限定的な友人間のこじ
れとは考えづらい、学生の社会性能力由来の問題と
思われる兆候が分類された。これらは、発達障がい
のようなコミュニケーションの困難であったり、あ
るいは「連絡が取れなくなることがある」では例え
ば、基本的な対人関係のマナーを学習してこなかっ
た生育歴に由来する課題がある場合、あるいは双極
性障害などの精神疾患のように精神状態に波があ
り、不調な時期にはメールの返信のような些細な行
動すら重く感じられる場合なども考えられる。「暴
言」「嘘」といった対人トラブルも、コミュニケー
ション困難や生育歴由来の社会性の未熟さを考えら
れる。「ａ．体調、身体面」に分類された「清潔感
に欠け、においが強い」も、他者から見られる自己
を意識しえないという点から、この社会性能力の課
題に通じると考えることができる。
それぞれのカテゴリについて、結果と考察を挙げ
たが、一人の学生について数点の兆候が挙げられる
こともあり、それぞれは必ずしも別の問題と見るべ
きではない。むしろ、状態が困難な、言い換えれば
支援の必要性が高い学生ほど、いくつもの兆候を重
複して示していることが多い。この兆候が見られる
からこう、と限定的に支援を検討するのでなく、あ
らゆる点から複眼的に学生の現状と支援の必要性を
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表 1　学生の気になった点の回答
表 2　気になる学生への具体的対応
検討し、学生自身に気持ちを聞きながら寄り添い支
援する姿勢が重要と思われる。
3 ．対応について
　 3 - 1 ）具体的対応について
対応について尋ねる項目では、具体的に実施した
対応と、心がけた態度とを区別して回答いただいた。
具体的対応についての記述内容をカテゴリ化する
と、「ａ．関係づくり」「ｂ．教育技術的関わり」「ｃ．
教職員連携」の大きく 3 つに区分された（表 2）。
「ａ．関係づくり」は、「あいさつをして声を
かけるようにした」「親しみがわくようメール
でのやりとりを重ね、面談を繰り返した」と
いった記述が分類された。気になる学生に対
し、まずは話しやすい関係、信頼できる関係性を築
き、いずれ心配な点について相談できるよう段階的
に対応をとった事例と考えられた。
「ｂ．教育技術的関わり」は、「授業後に声をかけ
る所から始め、面談を実施、生活改善できるよう一
緒に一つずつ行動を見直した」に代表されるように、
「ａ．」の次の段階として、実際に心配された問題、
課題に対応する形の指導が回答された記述が分類さ
れた。「行動の見直し」「受容的、共感的に聞き、攻
めない」「本当の気持ちが表出できるように、（中略）
事例を話しながら」など、教育技術が活用された対
応が分類された。
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「ｃ．教職員連携」には、「他の先生方に相談しな
がら対応した」といった記述が分類された。
　 3 - 2 ）心がけた態度について
この項目に対する回答は、大きく 2 つに区分され
るように思われた。一つには、3-1 にも通じる教育
技術の活用に言及された記述であり、もう一つには、
「安心感」「心の居場所」といった学生の心理状況と
その改善に焦点を当てた記述であった。前者の教育
技術についても、「チェックリストを作って定期的
に確認した」のように「行動変容」に焦点を当てた
「ａ．行動変容的教育態度」と、「しかるのではなく
理由を聞く」といった「受容的態度」に焦点を当て
た「ｂ．受容的教育態度」とに区分された。「安心
感」的な思いの記述については「ｂ．」とまた重な
ると思われたが、現実的な対応場面での態度として
の「ｂ．」と区別し、学生の心理状況への配慮を主
な焦点とした記述を「ｃ．安心信頼関係の形成」と
した。
「ａ．」と「ｂ．」では同じく教育技術を活用しな
がらも、焦点が異なる。「ａ．」は目の前で生じてい
る問題そのものと、その要因となる行動や状況に直
接的に焦点を当て、それを段階的に変容することで
問題そのものを解消すること、長期的には問題を解
消できたことで自信をもち、本人自身の自己イメー
ジが肯定できるようになる、という方向性が考えら
れ、心理療法でいう行動療法的な技術が活用され
ていると思われる。他方で「ｂ．」では、まず学生
自身の苦悩への共感と当該教職員との信頼関係の形
成を図り、関係性の中で学生の自信が回復されるこ
とで行動の変容と問題状況の解決に進むであろうと
いった方向性が推測される。心理療法では、来談者
中心療法などのいわゆるカウンセリング的方向性に
当たるだろう。ここで「ｃ．」と区分した記述につ
いても、方向性としては、こちらに当たるであろう。
4 ．教職員間連携について
対応については、教職員間部署間の連携について
も尋ねた。これは、前述したように、近年、障がい
学生への合理的配慮を始め、学生の状況や課題に
よっては大学全体でサポートするシステム構築が必
要とされていながら、現状は個々の教職員の献身的
な努力によって学生サポートがなされているという
のが多くの大学で課題となっている点を踏まえ、本
学での現状を把握することを目的に設定された項目
だった。
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図 4　部署間教職員間の連携について
表 3　対応の際に心がけた態度
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本調査の回答としては、図 4 との結果が得られた。
「Ａ　統一した方針のもとで対応」と「Ｂ　個人的
に相談して対応」と、「Ｃ　自身の範囲で対応」が
それぞれほぼ同数となった。
対応の際に、Ａ、Ｂ、Ｃいずれの形で行うかにつ
いては、どれが正しいというものではなく、当該学
生の問題や状況によって、より適切な対応が検討さ
れるべきものである。ただし、教職員個人と当該学
生との信頼関係の中で対応できる問題として選択さ
れた「Ｃ　自身の範囲で対応」か、教職員間で連携
を取った全体的なサポートが必要な問題でありなが
らそれに適した体制が構築できておらず、やむを得
ない形で取られた「Ｃ　（同）」であるかは、大きな
相違である。この点は、あるべき対応の形を検討す
る中で踏まえておく必要があることを記述したい。
この点を踏まえると、「Ａ　統一した方針のもと
で対応」が全回答に占める割合は多いといえるのか、
または本来ならもっと多くあるべきなのかも、回答
に当たって想定された学生の問題との関連で精査す
べきといえるだろう。
5 ．対応の振り返りについて
自身の対応について振り返っての感想を選択式で
回答して頂いた項目であり、図 5 のような回答結果
が得られた。
0
1
2
3
4
図 5　自身の対応を振り返っての感想
これによると、「Ｃ　（前略）あまり有効に働かな
かった気がする」と「Ｄ　（前略）一応の効果は感
じたが、心残りも感じる」の二つが多かった。いず
れも、「うまくいった、よかった」とも「全く無効だっ
た」とも言わないが、今一つ心残りが残っている様
子が反映された選択肢と考えられた。これは、「Ａ　
有効に働いたと思う」と「Ｅ　対応につながらなかっ
た」の選択肢はそれぞれ回答されていないことから
も裏付けられる。
この結果についても、実際の対応が有効でなかっ
た場合もあれば、対応そのものは功を奏してはいる
が、支援した教職員の側に現実的な問題状況以上に、
学生の背景やより深い心理状況をを思う故に「もっ
と何かしてあげられなかったか」との思いが残った
など、回答の背景は様々であろう。本調査の記述回
答から推測する範囲では、後者のような思いがより
感じられた。
むしろ本回答結果について検討すべきは、前述の
結果 3．および 4．を踏まえると浮かび上がる教職
員側の心理状況である。教職員個々人は、教育的技
術と学生の心理状況への思いを駆使して、通常の教
育および事務業務を工夫する形で、あるいは業務の
合間に多大な時間を要する形で、気になった学生に
ついて支援を行っている。それは、問題状況（ある
いは教職員自身の属する教職員間の関係性）によっ
ては、システマティックに学生支援が検討される場
合もあれば、教職員個人が個人的努力の範囲で協力
要請したり個人で奮闘する形で対応する場合もあ
る。このようにして時間や労力を駆使して対応した
教職員がその過程を振り返った際に生じる感想は
「心残り」である、という現状が本調査の回答から
想像された。
近年広く、心のケア・サポートの重要性が唱えら
れているが、もう一方で、ケア・サポートをする側
＝支援者側へのサポートの重要性がまた注目されて
いる。それは、支援者の現実的な忙しさと合わせて、
他者の心の負担を担う大変さ、頑張り故の無力感や
燃え尽きなど精神的負担によって支援者側の心がつ
ぶれてしまうという例が多くみられるようになった
からである。
本項目の結果から、本学の教職員にとっても、支
援者としての教職員のサポートの必要性が示唆され
た。組織的なサポートネットワークの構築は、学生
のためにのみならず、支援者としての教職員が互い
をサポートし合い、負担を軽減するためにも重要で
あると考えられた。
Ⅴ．本調査のまとめ
1．「気になる学生」についての教職員の気づき
本調査において回収された範囲では、すべての回
答で「気になる学生」として特定の学生の姿が思い
浮かぶとされた。
その「気になる」様子としては、「ａ．体調、身
体面」（例えば、体調が悪い、表情が暗い、など）、「ｂ．
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授業態度」（授業を連続して休む、など）、「ｃ．学
習能力的課題」（指導しても伝わらなかった、など）、
「ｄ．友人関係面」（友人とうまくいっていない様子、
いつも一人で行動している、など）、「ｅ．社会性能
力の課題」（話す時に目を合わさない、など）といっ
た様々な観点から、教職員は学生の変調の気づきに
至っていた。
これらの気づきは、一時的短期的な学生の悩みや
不調を的確に捉えたものから、学習能力やコミュニ
ケーション能力など当該学生の持つ特有の課題を捉
えたものなどがあり、学生を支援する上で非常に重
要な気づきが個々の教職員の中で行われていたこと
が示唆された。
2 ．「気になる学生」への教職員の対応
上記の「気になる学生」に対し、気づいた教職員
らの具体的な対応は、「ａ．関係づくり」（例えば、
あいさつ、メールのやり取り、面談など）、「ｂ．教
育技術的関わり」（行動の見直し、受容的共感的傾聴、
など）、「ｃ．教職員連携」などの形でとられていた。
その際心がけた態度としては、「ａ．行動変容的教
育態度」（行動変容に焦点を当てた教育的態度）、「ｂ．
受容的教育態度」（しかるのではなく理由を聞くと
いった教育効果を意図した受容的態度）、さらに「ｃ．
安心信頼関係の形成」（学生の心理状況への配慮を
主な焦点とした態度）とがみられた。
3 ．教職員間の連携について
教職員間の連携についての選択式回答は、「Ａ　
統一した方針のもとで対応」「Ｂ　個人的に相談し
て対応」「Ｃ　自身の範囲で対応」とがそれぞれほ
ぼ同数であった。学生の様相や状況によって、より
適切な対応は異なるため、事例ごとに精査の必要が
あることが課題とされた。一方で、教職員による対
応の振り返りとしては、「Ｃ　あまり有効に働かな
かった気がする」と「Ｄ　一応の効果は感じたが、
心残りも感じる」といった心残り感が多く回答され
た。学生対応の効果の意味だけでなく、支援する側
としての教職員が支え合うという意味でも、教職員
間の組織的サポートネットワーク構築の必要性が示
唆された。
4 ．今後の課題
　 4 - 1 ）保健室、学生相談室として
本調査によって、多くの教職員がそれぞれの業務
で対応した学生について、様々な観点から学生の変
調を捉えていることが確認された。学生の身体的精
神的支援を主な業務とする保健室、学生相談室とし
ては、これらの気づきを拾い上げ、実際の個々の学
生に対する支援につなげていく必要が改めて浮かび
上がった。また同時に、通常業務を工夫したり業務
の合間を駆使して献身的に学生を支援する教職員の
姿が確認されたことにより、教職員らの負担軽減も
踏まえた支援の形をつくることも課題として浮かび
上がった。そのための策として、例えば今回のよう
な調査の実施やその結果の発信、大学生（または青
年期）の心身の健康についての情報発信といった教
職員に対する発信であったり、問題を抱えていなが
らも自ら相談に来られない学生と保健室・学生相談
室との接点を増やしていくための学生対象の講座や
ワークショップの実施など検討していきたい。特に
学生相談室は、かつては大学内に位置づいた医療モ
デルでもって“そこにあること”が存在意義として
重視されていたが、学生相談もその研究領域の発展
に伴って、学内で主体的に動き発信し、学生支援の
ネットワーク体制の中で協働することが重要とされ
るようになった。本学でも、同様の視点での活動を
今後の課題として検討していきたい。
　 4 - 2 ）大学全体として
本調査で示唆されたように、また前述した近年の
大学に課せられた学生支援の課題として、学生支援
は、個々の教職員の個人的努力や保健室・学生相談
室といった特定の部署が単独で行うものではなく、
大学全体で組織的な支援体制を構築していく必要が
ある。本学では、2016 年度より新たに、学生総合
支援ネットワーク会議が始動しており、支援が必要
と思われる学生について情報を共有し、大学として
の対応を検討する機会が設けられている。学生委員
会、保健管理センター、学修支援センターから構成
される当会議では、既に、各所で得られた「気づ
き」が共有されることにより、他の場面でも支援や
配慮が可能となり、結果的に学生本人の学生生活が
スムーズになった例が数例見られている。
このような情報の共有の場において、常に懸念さ
れるのは個人情報保護の問題であり、当然、学生に
関わる情報が当該学生にとって不利な形で行き来す
ることのないように十分な配慮が必須となる。ただ
し、こうした配慮を構成員の間で常に確認した上
で、個々の学生が本来課された学業に専念できるよ
うに、さらに卒業後自分の道を歩んでいけるように
するための支援を、大学全体で整えていくことが、
特定の障がい学生のみならず全ての学生を念頭に置
いた「合理的配慮」へとつながるであろう。そのた
めには、大学の教職員全体、できるならば非常勤講
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師らも含めた全教職員の気づきや声が拾い上げられ
学生に生かされていく支援システムを理想に掲げ、
個々の学生の、学業のみならず人間的成長を大学全
体が一丸となって後押ししていける体制を構築して
いくことを課題として挙げておきたい。
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本学で実際に対応した、在学中、または過去に在籍した学生（過去 5年程度の範囲で）を思い浮かべ
てお答えください
1 ． 「様子が心配になった」または「対応に困った」など“気になる”学生として思い浮かぶ特定の学生はあり
ますか？　○をつけてお答えください
　　　A　ある　　　　　→質問 2 以降にご回答お願いします
　　　B　特にない　　　→よろしければ質問 7，8 をお答えください
2 ．その学生の、どのような面が気になりましたか？
　　例をいくつか挙げますので、参考にしてご記入ください
　　複数名が思い浮かぶ場合は、特に顕著だった、心配した学生についてご記入ください
例）ひどく体調が悪そうだった、表情が暗かった、授業を休みがちだった、目に見えて不器用だった、他の学生
が日常こなしている履修登録など事務手続きが手助けなしではできなかった、実習や友人関係などでトラブルが
起こりがちだった、対応に困るような態度や言動があった、指導してもなかなか伝わらなかった……など
3 ．その際、どのような対応をされましたか？
　　具体的な対応面と意識として心がけた態度面とでご記入ください
　　うまくいかなかった対応もそのようにご記入いただけると非常に参考になります。
　　（具体的な対応面）
　　（心がけた態度面）
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本学教職員における学生の変調への気づきと支援の様相
4 ．その際、他の部署や教職員との連携はありましたか？（複数回答可）
　　A　学科や部署全体で検討し、統一した方針のもとで対応を行った
　　B　個人的に相談できる教職員や部署に相談し、対応を行った
　　C　自身の範囲で検討し、対応を行った
　　D　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
5 ．その対応を振り返って、どのように感じますか？（複数回答可）
　　A　学生の問題に対し、その対応が有効に働いたと思う
　　B　教職員、部署の範囲でできることはやれたと思う
　　C　できうる対応を試みたが、学生の問題にはあまり有効に働かなかった気がする
　　D　できうる対応を試み、一応の効果は感じたが、心残りも感じる
　　E　いろいろ検討したが、その後学生と接点が途絶えるなど、対応につながらなかった
　　F　その他
6 ．その学生対応によって、その他の学生への対応に生かされた面などありましたら、ぜひご記入ください
7 ． 個別の学生について以外に、最近の学生全体の様子や学生対応について何か感じられていることがあれば、
可能な範囲でご記入ください
8 ．アンケートへのご協力ありがとうございました。よろしければご感想などいただけますとうれしいです
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